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 私たちの人生は「何でこんなことが起こ

るのだろう」と思える時があります。特に、

神様を信じ、神様に頼って生きているにも

関わらず、あまりにも辛い出来事に遭遇す

る時、心の中は何とも言えない思いに支配

されます。私たちはそのような出来事をど

う受けとめていけば良いのかと悩みます。 

 今月の聖書のことばには、ビックリする

ような言葉、「私をここに売ったことで」と

あります。少々状況を説明する必要があり

ます。この言葉はヨセフという人が発しま

した。彼には十人の兄がいまして、ヨセフ

は年寄り子のため父から特別に可愛がられ

ていました。兄たちは、父が誰よりもヨセ

フを愛しているのを見て、憎み、穏やかで

はいられませんでした。また、ある日、ヨセ

フは夢を見たのですが、その夢は兄たちが

自分の前に来て拝むことになる夢だと告げ

たのです。そんな折、ヨセフが17歳の時に、

父から羊の世話をしている兄たちのところ

に行って様子を見て来るように言われまし

た。兄たちは、様子を見に来たヨセフを遠

くに見て、彼を殺そうと企みます。しかし、

殺しても何の得にもならないということで、

近くに来た商人にヨセフを売りました。父

には動物に噛み殺されたと言い、ヨセフの

服に動物の血をつけて見せました。 

その後、売られたヨセフはエジプトで活

躍し、いつの間にかファラオに次ぐ総理大

臣のような地位に上り詰めました。また、

この時代に大飢饉が起こったのですが、事

前に蓄えておいたエジプトには穀物が豊富

私をここに売ったことで、今、心を痛めたり自分を責めたりしない

でください。神はあなたがたより先に私を遣わし、いのちを救うよ

うにしてくださいました。・・・ですから、私をここに遣わしたのは、

あなたがたではなく、神なのです。【創世記 45章 5、8節】 

 



～集会案内～ 

〇日曜日：聖日礼拝 11:00～12:30   〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:00～10:40（子どもから大人まで）     19:30～21:00 

〇毎月第 2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（子育てなどをしている方のための集い。） 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人

やモルモン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

にあり、外国からも買いに来ました。ヨセ

フを売った兄たちもエジプトに買いに来て

ヨセフにひれ伏し（夢の成就！）、穀物を買

いました。その後で彼は自分が売られたヨ

セフであることを兄たちに告げ、「今月の聖

書のことば」にある言葉を伝えました。 

ヨセフにとって、兄たちに売られた経験

は辛いものでした。あわれみを求めました

が聞き入れられずにエジプトへ売られまし

た。何で自分がこんな目にあうのだ、と思

ったに違いありません。しかし、それから

約20年以上経ち、その意味が分かって来ま

した。自分は兄たちに売られたけれども、

私をエジプトに遣わしたのは兄たちではな

く神であり、家族のいのちを救うように備

えられたのだという思いに導かれました。

それゆえに、彼は兄たちにこう言い得たの

です。「ですから、私をここに遣わしたのは、

あなたがたではなく、神なのです。」 

 私たちも思うように行かず、不条理に思

えることがあります。しかし、その背後に

私たちを確かに導く神がおられることを見

ることができるならば、物事の見え方、感

じ方に変化が出てくるのではないでしょう

か。自分の計画通りにはなかなか行かない

人生の中で、神の導きと神の支配があるこ

とを心に留められてみてはいかがでしょう

か。聖書には次のようにあります。「神を愛

する人たち、すなわち、神のご計画にした

がって召された人たちのためには、すべて

のことがともに働いて益となることを、私

たちは知っています。」（ローマ8:28） 

◆コラム 

今号はヨセフという人の生涯を通して、不条理

に思える現実の中にあっても、神の導きがある

ことを知って頂きたいと思いました。私たち

は、様々な計画を立てます。しかし、思うよう

にはなかなか行きません。私も高校野球に励

み、最後の大会に備えていました。しかし、大

会 1か月前に肉離れをし、最後の大会を補欠で

迎えることになりました。お風呂で泣いたこと

もありました。「神様にお祈りしていたのに」

とも思いました。今でも何であんな風になった

のか分かりません。しかし、一つ分かっている

ことは、あのケガがなければ、おそらく私の人

生は今とは違っていたということです。妻や娘

との出会いもないでしょうし、牧師をしていた

のかどうかも分かりません。その点では、やは

りあのケガは必要だったのかもしれません。 


